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フィンランドで編纂された日本語教科書の名詞
－『Elävää japania』を中心に－

本間 美奈子

キーワード：フィンランド 初級日本語教科書 分類語彙表 基本性の相違

編纂地に特化した語

１．はじめに

海外で編纂された初級日本語教科書の提示語を調査すると、編纂地に特化

した語が含まれており、日本国内で編纂された教科書とは差異が見られる。

編纂地に特化した語は教育対象者が実際に発信する場面において実用性があ

ると考えられるが、提示語の実態は明らかになっていない。そこで、本稿で

はフィンランドで編纂された日本語教科書の提示語を調査し、語に『分類語

彙表－増補改訂版（以下『分類語彙表』とする）』のコードを付与して意味分

野に分類した語彙表を作成し、中道真木男（1983）が示した３点の基本性を

参照し、名詞の特徴を考察する。

非日本語母語話者に対する日本語教育で使用される教科書には検定制度が

ない。したがって語彙表や語数に標準はなく、編纂者は編纂目的、教育対象

者、学習段階などに基づいて教科書に提示する語を主観的に選択している。

そこで、複数の資料を調査し、共通性や使用頻度に基づいて客観的に基本語

を選定しようという試みがなされた。しかし、『日本語教育基本語彙七種比

較対照表（以下『七種対照』とする）』は、海外で選定された語彙表を含む既

存の７種の語彙表を対照して語彙表間の共通性が低いことを明らかにし、「い

ずれの日本語教育にも向くような、またいずれの日本語教育にもその基礎と

なるような基本語彙を選定することは、非常な困難を伴うことが予想される」

と指摘し、「教育目的別・教育対象者別・専門別等に、基本語彙を選定する試

― 96 ―



横組096　本間氏.mcd  Page 2 19/02/14 15:19  v5.51

みもなされるべきものと考える。あるいは、その方がより具体的で、有効性

の高いものであるのかも知れない」と結論付けた。海外で編纂された教科書

は特定の教育対象者のために開発されたものであり、提示語の選択の仕方も

異なると考えられる。提示語の中心となる名詞の特徴を明らかにするため

に、差異に着目した調査が必要である。

本間美奈子（2018）では『JAPANIN KIELI（以下『JK』とする）』の名詞

の特徴を考察したが、さらに調査を進め、最終的には複数の教科書の語彙表

を対照できるようにしたい。本稿ではアールト大学の日本語講師 Okura

Junichiro が編纂した『Elävää japania（以下『EJ』とする）』を資料として調

査を行う。調査結果は、日本語学習辞典編纂資料として活用する。

なお、本稿では日本語教育の教材として編纂されたテキストを「教科書」

と呼ぶこととする。

２．考察の観点となる基本性

上述のように、『七種対照』の調査で語彙表間の共通性が低いことが明らか

になった。調査で収集される語は厖大であり、単語単位では考察が十分でき

ない状態となる。名詞の特徴を考察するためには何らかの観点を加えて語を

分類する必要がある。中道真木男（1983）は『七種対照』の語彙表間のくい

違いの大きさを、「「初級」の範囲に対する認識の違いといったことのほかに、

（略）、「基本度ではない基本性」の違いが十分に意識されないまま、漠然とし

た「凡
ママ

用」基本語彙として提示されたものが多いため」と指摘したうえで、

日本語教育における語の基本性を次のように３分割して示した。

①文型ステップ的基本性：基本文型を構成するために必要な語彙である

こと。

②学習過程向
ママ

基本性：教室内で基本的な文型の扱い方を学習する際に、

適当な実例として文型の中に挿入して用いられるのに適した語である

こと。

③実用的基本性：学習者が教室外の実践の場で接する日本語の中で多く

用いられ、特に話題のキーワードとなることの多いものであること。
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初級日本語教科書には文型の導入と定着練習という学習構造があり、それ

が語彙構造にも反映されるため基本性を分けたことは妥当と言える。これを

観点に用いることで、最終的には提示語を基幹語、挿入語、実用語に分類す

ることができる。

まず、①に分類される語は定着練習が図られるため教科書における使用度

は高くなるが、教科書ごとに扱う文型が異なるため、資料間の共通度は低い

場合があると推測される。次に、②に分類される語は文型や例文に複数回提

示されるため、使用度は高くなる。しかし、初級教科書では③として導入さ

れた語が②として活用されるため、②と③の線引きが難しい。本稿では文体

差を重要視する調査資料の編纂方針に鑑み、②と③の判定基準を分類項目内

の平均使用率とした。たとえば、中項目「言語」分類項目【言語】に分類さ

れる提示語として日本語19、英語12、ロシア語３、フィンランド語２、フラ

ンス語１、スペイン語１が収集された場合、分類項目【言語】内の平均使用

率が6.33となるため、英語は②、ロシア語は③として判定する。複数の教科

書を対照する際には、判定基準を再検討したい。

３．資料『Elävää japania』

本稿の調査資料は、アールト大学の日本語講師Okura Junichiro が2011年

に出版した全７課260ページの初級日本語教科書『Elävää japania』である。

現在第２巻まで出版されているが、本稿では第１巻を取りあげる。『EJ』の

目次は次のようになっている。
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『Elävää japania』第１巻の目次

編纂者はヘルシンキ大学の人文学部を卒業し、1984年にアールト大学の前

身であるヘルシンキ工科大学の日本語講師に採用され、1987年には語学セン

ターの日本語主任常勤講師となった。また、2004年にフィンランド・日本語

日本文化教師会を設立し、初代会長となった。日本語教育の発展に尽力し、

現在は名誉会長となっている。

編纂者は1990年代後半に講座の受講者が急増したことからフィンランドに

特化した教科書の開発に着手、授業で教材として使用しながら学習段階を調

整し、市販版として『EJ』を出版した。『EJ』はフィンランド人の大人を教育

対象者とした会話中心の発信型教科書であるが、言語形式の相違に着目して

編纂されたと考えられる。たとえば、フィンランド語は待遇や場面によるこ

とばの使い分けが比較的小さい言語であるが、初級段階から文体差のある例

文を複数提示し、日本語の表現形式を習得できるよう計画されている。また、

教育対象者の関心が高い話題を取りあげ、場面設定も実践に応用できるよう

図られている。アールト大学では中級を終了した段階で日本語能力試験 N1

に合格する学生が多く、初級終了後の継続率も高いと言われている。

４．名詞調査の概要

名詞の調査は次のような手順で行った。

まず、『EJ』の各課の文型、例文、練習問題から文を収集し、原則として単

純語を単位に文から名詞を抽出して収集した。語を意味の側面から分類する
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ため、収集する語は文中に提示されている名詞とした。

次に、収集した名詞に『分類語彙表』のコードを付与し、意味分野ごとに

分類した語彙表を作成した。『分類語彙表』のコードを使用することにより、

部門、中項目、分類項目の順に語の意味階層が一覧できるうえ、教科書を対

照する際に同じ意味分野の語の異同が把握しやすいという利点がある。

なお、本稿の語彙表では紙面の都合でコードを表示しないため、一見する

と中項目、分類項目、提示した名詞の意味分野が一致しないと思われる場合

がある。本稿では『分類語彙表』の上下概念の問題には立ち入らず、コード

に従って分類することとする。また『分類語彙表』に分類項目のない施設名

や社名は、実用的な語として基本性があると判断し、便宜的に固有人名に分

類した。

５．調査結果と考察

抽出収集した名詞に『分類語彙表』のコードを付与したところ、異なり語

数は591となった。部門ごとの語数は次のようになる。

抽象的関係 103語

人間活動の主体 234語

人間活動－精神および行為 102語

生産物および用具 115語

自然物および自然現象 37語

『EJ』の異なり語数591に対し、延べ語数は5,322であった。平均使用率は

9.0であり、導入した語を反復提示していることが数の上からもうかがえる。

部門、中項目ごとの異なり語数、延べ語数をグラフにすると次のようになる。

なお、『EJ』において提示語のない中項目はグラフや表に掲げないこととす

る。
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グラフ１：『Elävää japania』の部門・中項目ごとの異なり語と述べ語

以下、部門ごとに中項目の語数・平均使用率を表にして示し、意味分野に

分類した語彙表「名詞一覧」を調査結果として示す。名詞一覧の分類項目は、

使用度の高い順に語を配置する。なお、本稿では紙面の都合で、特色のある

語を抜粋して考察する。

5-1．抽象的関係

「抽象的関係」の名詞103語は、『EJ』の異なり語数591の17.4％を占めてい

る。平均使用率の高い順に中項目を挙げると次表のようになる。

表１：抽象的関係の中項目の語数

『EJ』の全中項目のうち最も平均使用率が高い中項目は「事柄」の41.9で

あった。本間美奈子（2018）で行った『JK』の調査でも、最も平均使用率が

高い中項目は「事柄」の17.8であった。「事柄」に分類される語が日本語教科

書において多用されることが確認できた。
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表２：抽象的関係の名詞一覧

「抽象的関係」で最も使用度が高い語は、中項目「事柄」分類項目【事柄】

の体言の代用となる「の」の101であった。中項目「事柄」「空間」には指示

詞があるが、これらは文型を構成する語に分類される。文型を構成する語は、

初級日本語教科書の学習構造上最も重要な語と位置付けられる。

基本性が等しい語でも教科書での有用性には違いが見られる。たとえば、

中項目「時間」分類項目【週・週日】に曜日があるが、月曜日が使用度18で

あるのに対し水曜日は11となっている。本間美奈子（2018）では日曜日の使

用度が最も高かったが、教科書で取りあげる話題が影響しているのであって、

使用度が高い曜日の基本性や重要性が、他の曜日より高いというわけではな

い。

なお、部門「抽象的関係」には編纂地に特化した語が見られなかった。

5-2．人間活動の主体

「人間活動の主体」の名詞234語は、『EJ』の異なり語数591の39.6％を占め

ている。平均使用率の高い順に中項目を挙げると次表のようになる。

表３：人間活動の主体の中項目の語数
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「人間活動の主体」は全ての中項目の平均使用率が５以上あり、『EJ』の中

では例文に活用しやすい語が集まった部門と言える。

表４：人間活動の主体の名詞一覧

部門の中で最も平均使用率が高い中項目は「人間」であるが、分類項目【わ

れ・なれ・かれ】は人称詞であり、文型を構成する語に分類される。対称を

例に挙げると、単数があなた、君、複数があなた達、君達、あなた方のよう

にバリエーションが示されている。位相による人称詞の使い分けや待遇差を

示すことで、表現形式の違いを習得させる意図があると考えられる。

中項目「人物」分類項目【固有人名】にはフィンランド人の姓名が多数見

られる。姓名や会社名のような固有名詞は通常語彙表に提示しないが、広い

意味で語彙教育に必要な語と捉えられるため収集した。音声と仮名の対応に

ついては教科書の「ひらがな・カタカナ」で示されているが、定着のために

固有名詞を適宜提示しているものと考えられる。たとえば、「Pekka」のよう

に同じ子音が連続する場合は「ペッカ」となり促音と対応することを確認さ

せる効果がある。

中項目「公私」分類項目【固有地名】には編纂地の都市名が多数見られる。

都市名も通常語彙表に提示しないが、音声と仮名の対応を認識させる意味合
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いがあるうえ、教育対象者にとっても実用的な語であるため収集した。一方、

本間美奈子（2018）の調査資料『JK』では日本の都市名を中心に提示してお

り、編纂地の都市名はヘルシンキのみであった。『JK』は、日本で編纂された

教科書を参考資料として用いており、影響を受けたものと考えられる。教科

書編纂時の参考資料は、提示方針に影響を及ぼすことがあるため、どのよう

な参考資料を使用したか確認する必要がある。

中項目「社会」分類項目【店・旅館・病院・劇場など】のキオスクは駅や

町中にある売店であり、編纂地に特化した語と言える。

5-3．人間活動－精神および行為

「人間活動－精神および行為」の名詞102語は、『EJ』の異なり語数591の17.

3％を占めている。平均使用率の高い順に中項目を挙げると次表のようにな

る。
表５：人間活動－精神および行為の中項目の語数

「人間活動－精神および行為」は、『EJ』の中で最も平均使用率が低い部門

である。

表６：人間活動－精神および行為の名詞一覧

中項目「言語」分類項目【言語】には、ヨーロッパの言語が多く見られる
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が、英語の使用度が22と突出している。英語は挿入語と判定される。また、

分類項目【文献・図書】の本の使用度90に対し、具体的な本の種類を示す語

の使用度は、教科書20、辞書15、雑誌９と低くなっている。本間美奈子（2018）

でも本37に対し、字引４、教科書２、雑誌１、辞書１となっており、包摂関

係の上位語が挿入語として多用されることが確認できた。

中項目「生活」分類項目【旅・行楽】の魚釣り、分類項目【スポーツ】の

柔道、スキー、アイスホッケー、空手は編纂地に特化した語と言える。柔道、

空手は日本のスポーツを提示したというより、編纂地で一般的なスポーツの

ひとつとして提示したものと考えられる。

5-4．生産物および用具

「生産物および用具」の名詞115語は、『EJ』の異なり語数591の17.4％を占

めている。平均使用率の高い順に中項目を挙げると次表のようになる。
表７：生産物および用具の中項目の語数

中項目「住居」「機械」は平均使用率が10を超えており、『EJ』の中でも使

用度の高い項目と言える。

表８：生産物および用具の名詞一覧
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中項目「住居」分類項目【住居】の家は使用度70、分類項目【部屋・床・

廊下・階段など】のサウナは41で、中項目全体の平均使用率を引き上げてい

る。サウナは本間美奈子（2018）でも収集された編纂地に特化した語である。

中項目「道具」分類項目【文具】には、シャープペン・シャープペンシル、

マジック・マジックペンのような語のバリエーションが提示されている。バ

リエーションは同じ課で提示されており、文体差を示す編纂方針によるもの

と言える。

中項目「食料」分類項目【料理】の黒パン、中項目「機械」分類項目【乗

り物（陸上）】の市電は編纂地に特化した語である。

5-5．自然物および自然現象

「自然物および自然現象」の名詞37語は、『EJ』の異なり語数591の6.3％を

占めている。『EJ』における語の占有率が最も低い部門であるが、本間美奈

子（2018）でも占有率が最も低い部門という結果が出ている。平均使用率の

高い順に中項目を挙げると次表のようになる。

表９：自然物および自然現象の中項目の語数

中項目「動物」「生命」はともに平均使用率が17であり、『EJ』の中でも使

用度の高い項目と言える。

表10：自然物および自然現象の名詞一覧

「自然物および自然現象」には編纂地に特化された語が多数含まれている。
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たとえば、中項目「自然」分類項目【光】のオーロラ、中項目「天地」分類

項目【川・湖】の池、川、湖、分類項目【地相】の森、林は編纂地の自然環

境を説明するうえで欠かせない語である。また、中項目「植物」分類項目【木

本】の白樺、中項目「動物」分類項目【哺乳類】のリスは編纂地にとっては

日常的な語である。

中項目「動物」分類項目【哺乳類】の犬、猫は挿入語と判定される。

６．おわりに

本稿ではフィンランドで編纂された初級日本語教科書『Elävää japania』の

提示語を調査し、語に『分類語彙表』のコードを付与して意味分野に分類し

た語彙表を作成し、中道真木男（1983）が示した３点の基本性を参照し名詞

の特徴を考察した。その結果、次のような特徴があることが明らかになった。

①文型を構成する語は、部門「抽象的関係」、部門「人間活動の主体」に集

中している。

文型を構成する語は、導入後他の例文にも活用され使用度数が高くなっ

ている。

②包摂関係の上位語が挿入語として多用されている。

たとえば、「教科書」や「辞典」より「本」の使用度が高い。この傾向は

本間美奈子（2018）でも確認されており、初級教科書の提示語選択の特

徴と考えられる。

③実用的な語は、教育対象者や編纂地の事情を基に選択されている。

たとえば、『EJ』には編纂地の都市名が多く提示されている。これらは

他の教科書には見られない、編纂地に特化した語と言える。一方、日本

で編纂された汎用型教科書を参考にしてフィンランドで編纂された

『JK』には、日本の都市名が多く提示されている。教育対象者や編纂地

によって実用的な語の選択の仕方が異なることが確認できた。

『EJ』は、文体差のある例文を複数提示している。たとえば、人称詞はバリ

エーションを豊富に提示することで、位相による人称詞の使い分けや待遇差

を習得できるように編纂されている。結果として、単語の使用度が高くなり、

― 107 ―



横組096　本間氏.mcd  Page 13 19/02/14 15:19  v5.51

挿入語と実用語の差異の判定が難しくなっている。本稿で用いた判定基準は

暫定的なものであり、他の教科書と対照する際には再検討が必要である。今

後の課題としたい。

『EJ』の調査では姓名や会社名のような固有名詞が多数収集された。『分類

語彙表』のコードを付与して意味分野に分類したところ、音声と表記の対応

を認識させるための語が含まれていることが明らかになった。語彙調査では

固有名詞を語彙表に提示しないのが一般的であるが、広い意味で語彙教育に

必要な語であるため、今後は合わせて考察したい。

海外で編纂された日本語教科書は教育対象者が限定されており、教育対象

者に適した提示語を選択している。引き続きフィンランドで編纂された教科

書の調査を行い、提示語の実態を明らかにしたい。
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